
「旅行」 
 今では旅行は、多くの人々にとっては、日々の生活の楽しみ、そして人生を楽しむための目標の一つにな

っています。そして毎日おびただしい数の旅行番組が放映されており、私たちはテレビの前で楽しく日本中

や世界中を旅行しているかのような経験ができるようになりました。このことはすばらしいことで、「あそ

こに行きたい」「ここにも行きたい」という願望が、さしたる苦労もなく、またお金や時間をつくることの

心配をすることなく、しかも最高の季節や時期に訪れることが出来るかのような時代になってしまってい

ます。体が動かなくなる世代には、旅番組は最高の娯楽であると言えるでしょう。 

 しかし、この志成館のホームページの目的である「動物である人間を感じましょう」「人生は自分で作る

ものなのです」という考えをもとにしますと、これらの番組は、いうなれば「仮想の」「現実ではない」、単

なる映像にすぎず、自分の目や体などの５感で経験したものではなく、本当のすばらしさが十分に理解でき

るわけではありません。かといって自分でこれらの旅行ができるはずもありません。 

 志成館では「小中高生の時に社会の地理や歴史をしっかり勉強しなさい」そうすると行きたいところが見

つかりますので、「そこに行くことを人生の目標にして」、「しっかりとお金を稼いで」「時間をつくって」長

い目標の中で、自分のお金で、自分の足を使って、自分の夢を実現しましょうという指導をしています。そ

の線に沿って、どこに旅行したいかが、日々の学習を通じて次々に出てくることを意識して、いくつかの本

の紹介をしようと思っています。 

 つまり「観光会社による旅行の意欲の惹起（じゃっき＝きもちをひきおこすこと）」ではなく、「ごく普通

のまじめな学習の中での旅行の意欲の惹起」を目指して、ここの項目を述べた後、日本中の全４７都道府県

を「車」で走り回っている私個人の「日本の情報」と、ほんの少しだけ旅している自分の持っている経験を

張り付け、最後にいつものように、ジュンク堂の１Ｆ旅行のコーナーの紹介をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地理と歴史の教材 

旅先を見つける手っ取り早い方法は「自分の持っている教科書を見直すこと」です.そうすると自分

の心の奥底にある「見たい」「知りたい」がよみがえってきます.そんなものがあるはずがなけれ

ば、下記の２冊を購入して、流し読みしてください。これはあくまでも学習参考書であり、旅行案

内書のような宣伝もないし偏見もない良書です。宣伝や偏見に毒されている現代人である自分を一

旦捨てて、心を無にして、これらの教科書から、これから行きたくなるであろう「旅先」を探して

ください。企業による宣伝や誇張がない「訪問したくなる真の旅の目的地」はこのような情報から 

しか見つからないのです。【最新版です】 消費税抜きでわずか７７１円です(*_*) 帝国書院 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もう少し詳しく、いろいろなところを旅行するには次の本がお薦めです。これも最新版で、中学や

高校の社会の教材を作成している「帝国書院」の出版物です。ね！！ 中学生や高校生の教科書や

参考書が以下に価値がある偉大なものであるかがわかると思います！！そんな人生の大切な時に、

ゲーム機を買って、ゲームに熱中して、自分の心や体や知識を一生懸命に壊している愚かな君!! 

すぐにゲーム機を捨てて、貴重なお金はこのような書物に回すのです！！ 志成館のこのホームペ

ージ全体の構想や方針のいくつかが少しは見えてきませんか。「活字に帰る」のです。ゲーム会社や

ネット社会の余りにも不当な合理性と計算のスピードや採算性を重視する非人間的な部分、反自然

的な部分、反人間的な部分と戦うのです。それは簡単なことなのです。一つは「自然に帰って自分

を含む自然を大切に」もう一つは「活字に帰れ」、「知識は冷静に思考することから身についてゆく 

ものである」というものです. 

日本地理と日本旅行 

この本にも連れがあり

ます。 

「旅に出たくなる日本

の地図」です 

「世界史の項目」のと

ころには世界史分を張

り付けています・ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【左】卑弥呼の墓と言われる「箸墓古墳」 

【下】義経の京都「鞍馬山」 

【上】鹿児島島津別邸から見た「桜島」 

【下】和歌山「高野山金剛峰寺」の墓所 



 

 

 

 「弘法大師の８８カ所巡り」の時代から、人々は度にあこがれ、旅することで「人生」を感じることが出

来る人が多いと思います。松尾芭蕉の「奥の細道」の書き出しにも「世もいずれの年よりか片雲の風に誘わ

れて漂泊の想いやまず・・・」と旅へのあこがれが書かれています。 

 この項は旅行や美食や美酒が内容なので、いつまでたっても終わりそうにありませんが、いくつかの旅の

情報誌と私が旅行で経験した楽しい出来事を少しずつ並べようと思います。 

 加えて私は自称ラーメン博士で、これまでの人生で３万食ほどのラーメンを外食で食べていますので、ラ

ーメンとそばについても少し書こうと思っています。 

 ちなみに私はアルコールをあまりたしなみませんので、表題の「美酒」は誰か書いてください。ばかばか

しいと思いながらも「美女がいるところで、ビールや水割りごときに、喜んで高いお金を出して飲むこと」

はたまにありますが（笑）。 

 

 

 

 

 

 

 

旅行は楽しいものです。とはいっても「日々の生活や人間関係の悩み」や「お金の心配」そして「健康の

不安など」・・・がない限りという、条件付きになるのかもしれませんが。 

私は、自分の土地での農作業や、司法試験の学習に追われて、中学生や高校生の時の修学旅行以外には、

あまり遠くへ、わかりやすく言うと土着の土地を離れることはありませんでした。土の上を走る車では、九

州各県や中国や四国の各県には、車を持っていると、思い立ったら、すぐその日のうちに出かけられますの

で、あちらこちらに行っていました。それでも 30 歳ころに初めて東京に、それも勉強をしに行ったくらい

であまり旅行をした記憶はありません。ドライブはしましたし、魚釣りや登山も数多く、「近場」である、

九州、中国、四国地方の範囲でしました。そもそも今のように高速道路も整備されていませんでしたし、カ

ーナビなど夢のまた夢の時代でしたから。 

ついでながら、スポーツの項で書こうと思っているのですが、当時はどこの場所に釣りに行っても、たと

えば山陰地方の「萩」や「長崎の島々」のどこでも魚が釣れていましたが、最近はまったく釣れません。釣

具屋さんに聞いたら「もう魚がおらんようになった」と答えられます(泣)。また近くの「名古屋城址」や「吉

野ケ里遺跡」に行くと、あきれ果てるほどの観光地化が進んでおり、「このような施設をつくった人々の節

操のなさや、歴史を尊ぼうという姿勢の欠如」に開いた口がふさがりません。京都や奈良ではこうした土建

産業優遇、歴史無視の開発に多方面から批判されており、京都や奈良に行くと、必ず地元の人が、歴史を無

視した開発を批判するために、私たち観光客を待っておられることが多く、いろいろ勉強させられています。 

ともあれ、人生とは面白いもので、たまたま結婚した連れ合いが、旅行が好きで、それ以来毎年旅行に出

かけています。土着の農民である私の感受性も少しは向上していると思います。18 歳で免許書を取って以

来、現在は遊び用に大型免許と大型２輪の免許を持っており(自慢しているのです(笑))それで、相も変わら

ず日本中を「そうつきまわって（これは博多弁です）います」。自分の人生はおそらく「交通事故によって

終わるのではないか？」と考えていますが、それもあって自慢のスズキのハヤブサ（ギネスブックに載って

いる誰でも買える世界最速のバイク）は泣く泣く手放しました。 

日本旅行 
 

私の日本旅行（というか日本縦横ドライブ） 



【これまでに、日本全国４７都道府県を、自分の運転で走っています。ＮＥＸＣＯと

いう拘束道路なサービスエリアで配布されている公団の発行の有料の地図をもとに、

少しお知らせと、自慢をさせてください(笑)】 

 

熊が怖い 

寒い 

ホタテが安く

ておいしい 

摩周湖は 2度と

も快晴だった 

北海道は九州よりかなり大きい。ドライブし

ていると、どこも「牛糞」のにおいがする 

海産物は「福岡」

の方が安い様だ 

夏はここで宿泊

ゴルフがお薦め 

寂れ果てたリゾー

ト地よりもサトウ

ダイコン＝テンサ

イに感動 

北海道の東部の阿寒湖や大雪山の近辺の旅館は、価格

がとってもリーズナブルですごいごちそうでもてなし

てくれますので、お薦めです。 

東北地方はその景観の規模がほかの地方とは全く異

なり、雄大でなおかつ色彩が豊かで、毎年行きたい

ところです。それに地震が起きるまでは食事もおい

しく、宿泊費もとってもリーズナブルでした。これ

まで何度も足を運んでいます。皆様もどうぞ。 

太宰治の生家 

白神山地と

十二湖 

出羽三山 

三陸海岸は見どころがたくさん「浄土ヶ浜」や

「鵜の巣断崖」など、車を止めて景色を楽しむ

と、一日がすぐに終わります。 

「紅葉」は「八甲田」「八幡平」「蔵王」「磐梯

山」が素晴らしい。一度これらのすべての紅葉

を 1回の旅行で景観をしたことがあります。高

度は違いますが。奇跡的で奇跡的に美しかった

です。行くたびごとに時期を少しずらすのが良

いと思います。 



 

 

都道府県でいうと、私の一番好きな観光県は「長野県」です。これまでにも、十回以上は行って

います。その理由は①花や新緑や深緑や紅葉や黄葉など自然の景色が四季それぞれにとても美し

いこと ➁ 名山と呼ばれる山がたくさんあること。「乗鞍」「穂高」「槍ヶ岳」・・・数えきれな

いほどです ➂ 食べ物がとてもおいしいこと。名物の「おやき」そして「ソバ」は所々に応じ

て個性があり、とてもおいしいです。「リンゴ」がまたおいしく、レンタカーを借りると同時にま

ずリンゴを数個購入して出発します。小布施のリンゴを買うことが多いです。仙台や青森のリン

ゴもおいしいです。「キノコ」もおいしく、一昨年に真田城近くの温泉に泊まった時には、旬の

「松茸」を持て余すようにたくさん食べました。それもリーズナブルな宿泊料金です。そもそも

私たち夫婦はお金持ちではありませんので、特に理由がない限り、ごく普通の清潔な？旅館にし

か宿泊しません。④ ご存知ない方が多いのですが、長野県は「川魚」もとてもおいしいです。➄ 

国宝の松本城や善光寺・・・まだあるのですが、忘れました。そういうわけで、志成館の生徒に

は「信州大学」がいいよ、という指導をしています。青森県の「弘前大学」も志成館のおすすめ

です。大学生活は、大都会の雑踏の中で自分を見失うよりも、鈴鹿なところで、真の深い勉学に

励み、自分を見つめなおすことが大切であると、私は思っています。 

日本中を旅行して、どこの地方が、同じくらいのランキングの旅館で、食

べ物が一番さびしいかについての個人的な感想を述べます。それは栃木や

群馬などの気候が厳しい北関東と四国全体の地域です。偏見もあります

が、いつ行ってもなかなかおいしいものにあり付けません。(笑) ほかの

地方のどんな田舎でも、大いにもてなしをしてくれるので、食べ物に不満

を感じたことはないのですが。四国や北関東に行きはじめて 40年。ら

「食事が質素なのはこの地方の文化なのだ」と感じています。飽食家の方

はご注意ください。(笑)。 

福岡から日光まで自分のスポーツカー

で深夜に出かけたことがあります。１

２００キロメートルくらいでつきまし

た。試してみませんか？だって西鉄の

東京行きの高速バスの運転手さんに比

べれば、乗り慣れたマイカーなので、

楽なものですよ。九大を卒業してホン

ダに努める志成館の教え子は、バイク

で青森から一気に福岡まで挨拶に来て

くれるのですから。 

毎年１１月に入る

と「福島の喜多方

ラーメン」（＝生麺

で）を通販で購入

して食べていま

す。健康的で量が

豊富な醤油ラーメ

ンです。お薦めし

ます。 



 

 

 

「京都」にはこれまで 100回以上は行っています。私が仕事でどこかに行くということはないのです

が、たまたま私の家は古い時代から京都の「伏見のお稲荷さん」の中の「末広社」のお札かあり、これ

までも毎年の旧暦の一月・五月・九月にお参りすることになっているからです。朝６：００の博多駅発

新幹線で、山の上に上り、神様にお参りをして午後 5時までにはもう自宅に戻っているというパターン

です。時間があれば時々1泊することもありますが、学習塾には休みもないし、お金もかからないよう

にすぐに帰るようにしています。それにしても最近の伏見のお稲荷さんは、外国の観光客に人気があっ

て、山の中腹に上るまではまっすぐに歩けないようにごった返しています。 

「紀伊半島」のなかの「紀伊山地」山がとても奥深く、十津

川温泉経由で乗り切るのもそんなに楽ではありません。とて

も大きい山地です。そんな中にある「熊野古道」を歩きぬ

く、老年の欧米の、紳士や淑女の元気な姿を見ていると、車

でしか動こうとしない自分がみじめになる時があります。そ

んな時には「忙しいので」と、自分を慰めています。 

昨年の春、和歌山県の太地（たいじ）まで、わざわざ「鯨の生のベーコン」を食べに行ったのですが、最

近は、シー・シェパードの監視が厳しいので、手に入らないと言われ、どこにでも売っているベーコンを 

食べました。トホホです。そして「クジラ・ショー」を見てきました。但し、「日本海側では監視が緩いの

で、食べることが出来るかもしれないよ」と耳よりな情報を教えてくれました。 

今回もまた「洞窟温泉忘帰洞」に宿泊したのですが、それなりのごちそうなので、これでよいのかなと思

いました。最近はどこの旅館も、朝食はバイキング形式なので、食事に不満を感じたことはありません。

しかしながら、前日に泊まった「鳥羽国際ホテルの朝食のバイキング」はさすがでした。この時に 

は意地汚くも、とてもおいしい伊勢海老のスープを 6カップ食しました（恥）。加えて、真珠風呂がとても

美しく、皆様にもお勧めいたします(笑)。 

ミキモトパールの展示場には、私の地元の福岡県新宮町の相島で養殖された真珠はとても素晴 

らしいものであると紹介されていました。 

南紀「白浜温泉」は大阪の奥座敷とあって、素晴らしい宿泊所があります。父母が死ぬ前に一度はここに 

連れてきたかったのですが、かなわぬ夢となってしまいました。老人へのケアが立派なのです。 

京都の奥座敷「城崎温泉」は値段が高く、すべてにわたってサービスが悪い「京都風」の接待なので、気

が短い人は避けられた方が良いと思います。少し足を伸ばして夢千代日記の「湯村温泉」がお薦めです。 



 

 

 

自宅から４００～５００キロメ

ートル県内はいつでも直ちに行

けます.但し睡眠時間が十分でな

いときは不可能ですが. 

志成館では、子供たちの情操教育に役立てばと願って、

「社会科見学」と称して、子供たちをあちらこちらに連れ

て行っております.真の目的は「親が忙しくてどこにも行

けない生徒のために出かけているのですが.毎年出かけて

いた場所は① 熊本の「通潤橋」➁ 山口徳佐の「リンゴ

園」➂ そして山口県岩国市の「錦帯橋」と「宮島」そし

て時には「広島原爆記念館」まで足を飲ましていました.

④ 最近は「南九十九島」や「長崎平和祈念堂」などで

す.生徒からは 1円のお金ももらわずに、大型の免許を持

っている私のマイクロバスの運転で連れて行っています.

そんなこともあって、往復 8時間以内の場所は、いつでも

どこでも行けます(笑). 

上の点線は「阪九フェリー」の新門司か

ら神戸の六甲アイランドと大阪泉大津の

航路です.家族で京阪神やＵＳＪジャパ

ンに行くには最も安価で、時間もかから

ないので、お薦めをしています. 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本地理と私の旅行写真 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界旅行 
 

またまた登場しました(笑)「帝国書

院」の世界史の資料集「タペストリ

ー」です。世界史及び世界の地理を

勉強して、さあ世界旅行に出発しま

しょう。 

「地理」ないし「地政学」の書物としては、下記のラル

ースの「地政学」の本も有名です。ただこちらは 400ペ

ージもあり、価格が高価で¥6,000 もします。懐具合と

相談してください。但し書かれ散る文章は「小学生」で

も理解できるようにわかりやすく、図解付きの本になっ

ています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「帝国書院」版の「地図で

訪れる歴史舞台」の本と一

部内容 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「帝国書院」版の「旅に出

かけたくなる世界地図」の

本と一部内容 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私の狭い範囲の世界旅行と生涯の果たせなかった夢 
 

 私は「世界旅行」にはあまり出かけているとは言えないと思います。一つには若い頃には「車」以外にあ

まり興味がなかったこと、それ以上にお金も時間もなかったことが原因でしょう。現在の私に残された寿命

やお金からして、今後いくつの国に行けるか不安です(笑)。他方で、自分の教え子たちには、「できるだけ

若いうちから、無理をしてもよいから、できるだけ多くの国に出かけていってほしい」という指導をしてい

ます。その理由は「旅行に行くことで、その人の人間性が大きく伸びる」からです。私自身を含めて、あま

り旅行に行かない人は、どうしても視野が狭くなりがちで、頑固で、多くの偏見に凝り固まってしまうこと

が多いように感じられます。その理由としては、テレビや雑誌などのメディア、特にテレビが流す「ニュー

ス」は偏見に凝り固まっており、他国の真実の姿はニュースでは到底わからないと考えているからです。ニ

ュースは「会社」の編集方針と「記者の目」を通してみる「世界」なので、どうしても偏りが感じられるの

です。中国やすぐ近くの韓国の情報でさえも現実に足を運ぶ必要があるように思えます。これまでいくつか

の世界を旅して感じたことは、ごく普通の人たちは、どこの国の人たちも気が利いていて思いやりに溢れ、

とっても優しいということです。何はともあれ、お金を貯めて、時間をかけて、いろいろなところに行って

みましょう。確実にものの見方が変わり、人生が豊かに変わりますよ。 

モナリザ 

「テニスコートの誓い」ベルサイユ宮殿 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
夜のノイシュバンシュタイン城 

この一泊２５万円のイエーガーハウ

スの裏側の部屋に安価に宿泊 

ハルシュタット 

シーメンスの本社（ミュンヘン） 

ＢＭＷのレンタカー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        私の夢は、福岡市を車で出発して・・・ロンドンまで行くこと 

月の石 

上海 ミュンヘン 

スミソニアン博物館 

ホワイトハウス 

ザルツブルグ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジュンク堂 「旅行」のコーナー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽譜と古いＣＤ購入コロニー 

ニューヨーク証券

取引所 

リンカーン記念堂 

国連本部 

ミシシッピ川 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「旅行」の項は今月中に出来上がると思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハウステンボス ３ 

武雄温泉 

水害前の破棄の柿畑 筑後川「鯉料理」まーしゃん 薩摩半島突端「鑑真漂着地」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苦菩提（くぼて）山登山口 
若杉山から福岡市を 

今はなき「スペースワールド」 

1901 年官営「八幡製鉄所」 

篠栗八十八カ所「南蔵院」 1895年「下関条約」締結地 

下関「赤間神宮」 

下関「火の山」からの関門橋 佐賀唐津「生の松原」 

サザエ小屋「波戸岬」+ 

志賀島「蒙古首切り塚」 柳川「沖の端」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島根「玉造温泉」 
島根「大山スキー場」 

「境港」への海岸線 

島根「石州」瓦 「三瓶山」スキー場 

境港「ゲゲゲの鬼太郎道路」 北長門「ホルンフェルス」 北長門海岸の美しい風景 

高塔山から見た「若戸大橋」 松陰神社 萩往還 

「松下村塾」 伊東博文邸 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

今はコンピューターにある写真を半分ほど選んで入れています。 

「旅行」を楽しみましょう。 

自由に旅行やドライブができる仕事を見つけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平戸「生月島」 

釣りの名所 「生月島灯台」 


